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。
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。
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熱
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翌
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。
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あ
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。
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。
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節
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節
↓
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。
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催
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で
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。
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す
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一
腹
v
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日
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宴
、
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茶
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。
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、
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。
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ロ

〉

「
九
日
後
初
ん
の

の
詩
題
を
、

の
記
鍬
に
徴
し
て
み
る
と
、

「
九
日
後
初
去
一
苅
」
ま
た
は
「
章
一
一
陽
後
朝
一
声

と
題
す
る
作
品
は
、

..， 
ブし

月
十
日
い
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

騎
代
で
は

}め1

1児
l主

と
向
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
(
川
口
久
雄
培
・
日

「
守
山
紙
文
革
・
菅
家
後
集
」
一
一
一
一
O
頁
頭
症
と
る
。
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サ
〈
革
中
、
そ
の

の
「
鞠
」
の
用
例
は
、

待
来
袈
食
路
迩
造
、
自
一

春
之
募
月
、
月
之
三
靭
。
〈
問
、
一
一
一
七
五
一
氏
〉

一
九
朝
。
(
大
系
、

一一一一

0
…
良
)

何
事
繁
諜
今
日
階
、

一
朝
盤
、
過
二
天
春
。
(
問
、
間
五
九
一
良
)

な
ど
が

る
。
つ
ま
り
、

と

v
」
斗
抗
、

合
意
味
が
あ
る
ひ
と
こ
ろ
が
、

吋
九
B
後
朝
」
ま
た
は
「
重
傷
後
抑
制
」
の
ご

と
く
四
字
の

に
へ
は
つ

と
い

2
意
味
に
解
し
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し

そ
う
な
ら
筑
前
の
配
所
で
の

あ
る
。
流
読
の
地
に
お
け
る
作
品
の
み
「
九
月

十
i

一
と
、

3
3
2す
す
ど
、
。
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「
九
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出
(
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競
)
後
朝
一
戸
一
戸
」
と
略
記
す



る
〉
と
題
さ
れ
る
詩
に
は
、
次
の
二
つ
の
共
通
し
た
熱
が
あ
る
。

一
、
経
制
の

去
の
マ
ハ
v

h

」

v
乙
っ

「
同
じ
く
賦
」
し
た
詩
で
あ
る
こ
と
3

、
C
F
3
1
こ
4
4
J，

A
こ
主
、

グ
j
r
r
J
、
3
1
f
宮
戸
。

ρ
J
V
K
L

つ
ま
り
、
何
人
か
の
人
が
、
共
通
の
時
間
と
場
所
で
、
問
題
の
も
と
に
縦
二
態
じ
て
作
っ
た
詩
な
の
で
あ
る
。
前
に
翠
げ
た
九
日
の
宴
に
お

「
九
日
侍
安
一
五
一
五
一
の
ご
と
く
{

る
詩
濯
に
は

の

「
後
朝
」
の

し

γ

つ
し
か
し
「
九
日
〈
重
陽
)
後
初
耕
一

E
Z
一
の
詩
題
を
有
す
る
一
一
丹
十
一
一
い
ず
れ
も
、
天
子
や

の

あ
る
つ
し
か
る
に
〔
川
〕
を
除
い
て
、

一
¥
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こ
¥
ー
ミ
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4
A
j
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3
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に
侍
し
て
の
作
で
あ
っ

ム
け
パ
ず
}

、戸珂山・
2

，zk

た
「
門
河
本
紀
略
一
の

二
年
九
月
十
日
・
寛
平
六
年
九
月
十
日
の
各
候

に
見
る
如
く
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
持
安
と
~
記
録
さ
れ
て
い
る
う

し
か
ら
ぽ

ー
(
後
初
制
ウ
~
安
」

の
略
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
楼
花
通
夜
宴
、
粥
一
泊
後
抑
制
的
経
。

(
大
糸
川
門
九
七
瓦
)
と
い
う
針
句
が
あ
る
。
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は
、
ザ
て
の

の
記
録
に
見
た
ご
と
く
、
究
卒
・
内
川
一
本
年
間
に
は
、
十
日
に
二
次
的
な
詩
築
が
保
さ
れ
る
の
が

て
作
ら
れ
た
賂
制
詩
の
慰
な
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
詩
例
か
ら
考
え
る
と

で
あ
っ
た
。

「
九
日
(
章
一
陽
)
後
朝
一
声
去
」

は
「
後
初
之
宴
」
を
略
し
た
い
い

方
だ
と
忠
わ
れ
る
。

岳
父
、

の
一寸

に
次
の

Lr

め一
γ
心
。

ω九
日
低
限
朝
、
向
賦
ニ
私
字
刊

W
七
一
一
一
一
問
、
震
防
後
節
料
私
設
ハ
謄
ν
製、

「
大
日
本
史
料
い
に
よ
れ
ば
、

ωは

日
の
作
品
の

ハ占
hu
凶

)

(

油

引

は

日

〉

で
あ
り
、

ωは
箆
卒
一
一
年
九
月
十
日
の
作
品
の
題
で
あ
る
。

ωに
は

で
の
作
で
あ
ろ
う
と
患
わ
れ
る
。
恐
ら
く
「
態
製
」
の

「
殿
製
い
の

な
い
け
れ
ど
も
、

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
距
迭
の

一
訟
を
逸
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
詩
宴
で
の
作
品
に

と
題
し
、
そ
の
翌
年
の
九
月
十
日

の
み
を
用
い
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
表
現
の
統
一
を
紋
く
印
象
を

一寸

九一

の

で
の
作
品
に
は

の
筏
鞠
の
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ま
ぬ
が
れ
な
い
。

し
か
し

"〆
ζ，_ 

と
い
う

ん
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

「
後
朝
」
の

一
意
味
は

0) 

」
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
照
的
確
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

「
節
」
と
い
う
字
は
、
千
秋
節
・
天
長
節
な
ど
の
よ

う
に
「
い
わ
い
日
い
と
し
て
の

ふ
め
る
ほ
か
に
、

の
略
、
ま
た

い
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

「
致
事
要
略
」
巻
廿
問
所
引

の
「
天
一
長
格
抄
レ

に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

太
政
官
杯
宮
内
省
懸
一
品
九
月
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右
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右
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今
以
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日
節
」
と
い
う
り
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
一
九
月
九
日

。
こ
'
乙
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
き
に
重
傷
の

の
停
緩

の
心
誌
を
引
用
し

、可て'れ
~
~
L
J
仇可〈》ラこ、

J争シ
亀 σ、

て
い
た
。

い
ず
れ
も

っ
た
の
辻
、

に
述
べ
る
よ
う

L、

「
踏
歌
後
宴
」
や
(
花
の
宴
」



の
後
宴
な
ど
を
一
意
味
す
る
こ
と
が
よ
り
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

3

「
後
一
朝
」
は

L、
場

二
し
で
も
(
後
蔀

の
「
第
一
は
宴
番
の
一
意
味
で
あ
る
。

従
つ

て、

の
略
で
あ
る
と
額
一
じ
て
よ
い

以
上
述
べ
て
来
た
こ
と
で
、
例
え
ゴ
〔
m
w
}

「
九
3
後
朝
、

一
を
こ
い

の

一
九
月
九
日
の
翌
自
の
詩
宴
で
、

に
私
探
い
と
い
r

う
こ
と
を
一
挑
み
、
天
子
の
い
い
つ
万
で
作
っ
た
(

こ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
後
朝
」
と
い
う
こ
と
三

の

?
一
口
一
叩

l
)

r
u
y
〆
E
E
‘
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し
て
は
、

「
九
月
九

山
部
の
翌
日
て
一

一
と
い
う
こ
と
で
あ
や
ま
う
で

か
ろ
う
、
が
、
巌
密
で

は
な
い
。

九
月
十
日
の
詩
宴
と
い
う
一
意
味
で
あ
る
。

そ
れ
も
重
陽
の
宴
が
鎧
さ
れ

の

「
く
つ
か
え
し
(
川
口
久
雄
著
・
苧
安
朝
日
本
漢
文

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
さ
き
に
例
に

た
ア
内
宴
後
抑
制
」
辻
、

も
っ
と
も
支
健
者
に
つ
い
て
法
、
必
ず
し
も
天
子
や
太
上
天
皇
の
主
権
す
る
も
の
の
み
で
ば
な
か

た
も
の
で
る
る
円

V

「
後
朝
の
宴
」
法
必
ず
し
も
重
陽
に
関

し
か
し
、
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奨
が
潟
係
し
た
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日
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の

郡
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史
の
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一
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安
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。
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そ
れ
で
は
、
九
日
後
初
の
詩
宴
は
、
ど
の
よ
う
な
規
模

っ
た
の
だ
ろ
う
か
っ
そ
の
前
け
の
九
月
九
日
の
菊
の
宴
の
よ
う
に
盛
大
に
催
さ

て
伺
い
知
ら
れ
る
が
、

の
宴
の
規
模
や
次
第
に
つ
い
て
は
、
さ
き

九
日
後
初
一
の
詩
宴
に
つ
い
て
、

丈ニ

や

な
ど
に
よ
っ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
内
容
に
鰯
れ
て

に
し
て
知
ら
な
い
。
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て
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日
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五
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一
例
に
よ
っ
て
、

比
べ
れ
ば
、
人
数
的
に
は
秘
め
て
小
規
模
な
夜
宴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
民
は
、
寛
平
一

の

協
初
一
私
内
側
附

l
j
i
 

に
参
加
は
許
さ
れ
な
か
っ
た

L
か
ら
、
九
日
後
朝
の
宴
に
精
し

一
年
九
月
十
日
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
時

二
、
叫
二
一
工
し
/
二
、
日
¥
有
企

E
3
Jヂ
で

に

3
v
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J
'
G
1
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議
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丘
二
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ー
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門
部
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k

さ
き
に
引
用
し
た

菊
潜
後
朝
経
」

〈
大
系
mm
九
一
一
良
〉
の
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句
に
、

と
注
し
て
い
る
。
後
靭
の
宴
は
花
の
宴
と
と
も
に
「
密
宴
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
密
宴
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

σ3 

の
中
に
さ
が
す
と
、

一
の
寛
卒
二
年
九
月
一

自
の
篠
に
、

間
九
月
議
、
投
下
部
事
詩
。

の
ご
と
く
見
え
る
。

こ
の
持
、
宴
に
侍
し

の
態
制
詩
と
序
と
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
序
に
は
、
次
の
ご
と
く
い
う
。

桂
醗
府
側
酌
。
近
習
者
侍
臣
五
六
、
外
来
者
詩
人
雨
三
部
己
c

」
れ
に
よ
る

、ム
μザ

」
向
M
U
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た
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に

て
類
似
し
て
い
る
つ
近
習
の
者
と

文
人
が
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「
本
初
文
粋
」
径
九
の
大
江
靭
紛
の
「
早
春
侍
ニ
『
内
宴
一
斌
ニ
霊
化
草
年
春
↓
嬢
γ

製
一
詩
序
z

」
に
、

臣
認
粉
、
日
一
故
事
二
一
一
春
之
初
、
九
重
之
『
門
、
設
ニ
密
宴
於
燕
寮
↓
揚
一
一
近
箆
一

葦
本
事
之
前
穀
、
早
春
之
「
内
宴
者
也

4
V

と
あ
る
の
を
見
る
と
、

ま
さ
し
く
内
宴
も
ま
た
密
宴
で
あ
?
に

A
J

さ
ら
に
、

「
日
本
紀
略
」
の
寛
平
五
年
正
月
十
一
日
の
篠
に

英
日
、
密
宴
、
賦
ニ
宮
人
催
v
粧
之
詩
4

と
あ
る
。
こ
の
日
の
詩
宴
に
も
道
民
は
列
席
し
て
、

{
，
早
春
、
観
γ

賜
ニ
宴
宮
人
一
向
賦
ニ
催
粧
ご
と
い
う
態
制
の
詩
と
序
と
を
作
っ
て
い
る
。

そ
の
序
に
、

度
伏
惟
、
自
v
筋
三
十
円
公
於
正
朝
一
一
主
v
喚
ニ
寸
〈
土
於
町
内
安
一
首
一
足
二
十
徐
号
、

助
v
問
問
之
道
、
柔
者
成
v
開
之
一
致
也
。
(
中
略
〉
究
哉
、
我
君
特
分
こ
擬
宴
一
溺
柴
ニ
宮
入
エ
矢
，

U

の
女
性
迭
に
賜
わ
っ
た
非
公
式
な
宴
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
公
式
で
小

治歎一一一一口
V

志
者
、

諮
不
γ

及
一
一
婦
人
一
比
唯
丈
夫
一
m
B
c
夫
陰
者

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
日
の
努
宴
は
、
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鋭
校
な
集
合
一
続
安
と
い
っ

以
上
の
こ
と
か
ら
密
宴
の
性
格
を
ま
と
め
る
と
、

ー
宮
中
で
催
さ
れ
る

2
近
民
や
勅
換
の

の
〈
内
「
内
の
)

ι

ずの
γ〈

V
O

少
数
が
列
席
す
る
。

3
陸
部

1
u
t
L
H

，，ムt
，

作
ら
れ

7
9
n
u
 

と
い
う
こ

7
C
L
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C
〉

:

マ

j
り
J
r
'
U

言

た
と
こ
ろ
の
「
九
日
経
務
の
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い
っ
て
も
謹
言
で
は
な
い
。

四

「
後
初
」
の

の
先
例

し
司
1
L
i
-
-
q
A
リ
1
4
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し
1
J
と
立
五
火
二
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ぃ
ヨ
↑
い
い
河

4

一
一
ド
一
、
諒
一
レ
い
す
れ
匂
J.η

。

寸
4
/
づ

4
小
24人当

H

ト
汗
二
一
止
「
内
露
出
L

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
月
十
日
に
作
ら
れ

関
す
る
詩
の
例
と
し
て
は
次
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

し
]
一
]
唱
宇
一
三
へ
寄
・
与
へ
い
に
塁
J

ブ
i

ノベ
1
1
1
'
4
2
7
7
l
jニ
こ
が
λ
」

J
P
}
l
i
A
P
i
-
-
J
f
h
e

、f
h
i

カ
月
十
円
仁
問
手
「
躍

h
u
q
j
ぃ1
1叶

mur材
狩
へ
い
後
吋
@
似
W
同
給
料
J

付ノ
1

1

J

w

i

}

戸
E
3
e，

/
E
H
E
W
Y
F
R
¥

九
月
十
日
雨
中
過
ご
張
伯
一
伎
町
…
期
柳
鍍
九
九
未
ド
奈
以
v
詩
招
v
之
(
麿
・
苓
余
)

L
3
j

山

1
1
仔

nv
行

げ

可

ん

ソ

¥

手

立

主

ご

H
2
2
J

イ
ノ
よ
」

i
f
者
名
諸
問
f

躍
・

1
ゴ苫
h

九
月
十
日
邸
事
(
麿
・
隙
羽
〉

奉
ド
和
二
監
製
軍
…
防
同
一
日
吉
寮
曲
江
安
一
応
?
懐
(
露
・
桜
一
万
翰
〉

以
上
の
例
は
、
今
一
癒
詩
に
よ
っ
て
初
麿
か

σコ

で
の
詩
題
に
つ
い
て
稔
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

「
九
日
後
朝
」
の
詩
題
を
も
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つ
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
九
月
十
日
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
例
は
、

こ
の
よ
う
に
一
意
外
に
少
な
い
。
特

F

」
、

、uu
v

「
富
十
陽
宴
」
の
翌
日
に
催
さ
れ
た
詩
宴
で
の
態
制
詩
に

つ
て
は
こ
と
に
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

「
重
陽
旦
日
去
一
ご
と
慾
し
、

同!

後

~到

。〉

い
る
も
の
は
な
い
。

に
詩
怒
の
み
な
ら
ず
、
詩
句
に
つ
い
て
文
選
索
引
・
社
詩
引
得
・
李
白
歌
詩
索
引
な
ど
に
よ
っ
て
調
べ

て
も
「
後
朝
」

の
一
払
仰
を
検
出
し
得
な
い
。

「
惰
却
さ
李
徳
林
俸
に
、

必
不
v
得
下
以
ニ
後
朝
創
業
之
迩
一
続
入
中
前
史
ω

と
あ
る
が
、

」
の
場
合
の

i土、

「
後
の
朝
廷
・
王
朝
一
の
一
意
味
で
あ
る
c

従
っ
て
霊
揚
の
翌
自
の
詩
宴
と
い
う
一
意
味
で
の
「
後
初
制
」

。¥

、主、

L、
/.1 
¥，J) 

み
る
べ
き
で

我
が
問
問
の

い
お
い
て
、

c、三

3JAA「
」
叶
引
く

パ
バ

ν

λ

「ノ
h山
rv

言、一

」
の
作
詩
例
辻
ど
う
で
あ
ろ
う
か
3

現
存
す

V
9
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3

の
で
は
、

え」
L

ぎ
に

た
島

一
e

田
氏
家
薬
事
一
に
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選
同
践
は
類
型
的
・
回
定
的
に
「
九
日
二
畏
陽
)
後
朝
一
広
云
」
と
い

の
つ
仔
方
を
し

中
間
関
に
も
九
月
十
日
に
重
陽
に
関
す
る
詩
を
作
る
こ

九
円
口
後
朝
一
玄
云
?
と
い

あ
る
が
、

い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
‘7 

て
も

そ
も
「
後
の
王
朝
・
朝
廷
い
と
い
う
一
意
味
で
の
「
緩
朝
」
と
い

(

1

2

九信十一
i

自
の
詩
安
一
の
一
意
味
を
つ
九
日
後
朝
」
の
誇
に
託
す
る
こ
と
は

路
一
品
川
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
卒
安
時
代
の
一
時
期
に
お
け
る
漢
語
の
用
法
上
の
和
習
の
一
端
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
和
沼
田
と
し
て
定

に
お
い
て
で
あ
っ
た
心
配
所
に
あ
っ
て
宴
に
侍
し
得
な
い
道
民
が
、

の
用
例
以
外
に
あ
る
の
'
を
寡
開
に
し
て
知
ら
な
い
。
よ
っ
て
、

「
後
一
部
一

と
は
い
え
な
い
パ
げ
l

れ
ど
も
、

と
い
う
語
、
が
我
が
関
に
お
け
る

着
し
た
形
を
示
し
た
の
は
議
員
の

日
後
初
」
と
越
し
得
な
か
っ
た
の
は
索
然
で
あ
っ
た
。

一z

去
年
今
夜
一
広

の
詩
に
「
九

j

L

 

Z
a
m
u
，

a
 

川
口
久
雄
者
・
日
本
古
典
文
早
大
系
「
宥
家
文
革
・
菅
家
後
集
」
解
説
(
田
沼
頁
〉
C

以
下
大
系
と
時
訴
す
る
。

朝
間
新
開
批
判
「
増
椀
六
関
山
〈
」
に
よ
る
。
以
下
向
じ
c

新
訂
増
補
闘
史
大
系
本
に
よ
る
。

税
法
良
太
子
三
百
屯
、
小
川
小
略
〉
六
位
以
下
女
人
十
屯
。

新
訂
靖
裕
mm
史
大
系
木
に
よ
る
。

非
ニ
桜
山
忠
山
什
待
問
、
勅
的
問
文
士
一
未
早
川
治
談
遊
宴
、
夢
想
迫
数
一
表
乎
3

仁
和
一
…
年
五
月
十
六
日
任
ス
絞
蚊
守
一
(
公
抑
制
伐
)

点
線
開
同
年
濃
い
、
都
文
併
が
や
…
給
。
(
御
年
十
八
〉
。

大
系
…
…
八
…
氏
。
仰
肝
心
刈
。

第
…
編
之
一
、
…
一

O
九一丸。

第
一
編
ふ
ん
一
一
、
問
…
八
一
丸
。

大
系
七

0
0…
氏
。
稿
作
。
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